
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 ２０１３年３月３１日              NO,３４７ 

 

 お馬出し通りは、殿様 

が沼田城の大手門（沼田 

小学校の冠木門あたり） 

から沼田小学校前の通り、 

お馬出し通り、坊新田町 

を通り江戸に向かう大事 

な「お成り道」で、堂々 

たる本通りでした。 

 お馬出し通りが本町通 

りに出る四つ角には、お城からの触れ（通達）を書いた高札が

立てられ、「札の辻」ともよばれていたといわれています。 

 この四つ角から東に向かう街道が「会津街道」、南に向かう

街道が「沼田街道」、西に向かい滝坂を下っていくのが「清水            

峠往還」でした。 

                 滝坂を上りきった所に、

城下の警備を担当してい

た七つの門（木戸）の一つ、

滝坂木戸がありました。 

                 滝坂木戸から北に向か

い、公園通り付近には、比

較的上級の武士が住んで

いたといわれています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
安
倍
内
閣
が
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
交
渉
参
加
を
決
め
た
こ
と
に
農
業
団

体
を
は
じ
め
、
多
く
の
国
民
の
反
対
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
医
療
関
係
者
か
ら
は
、
日
本
の
公
的
医
療

保
険
制
度
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
こ
と
へ
の
強
い
懸
念
と
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

安
倍
首
相
は
、「
公
的
医
療
保
険
は
交
渉
対
象
で
は
な
い
」「
国
民
皆
保
険
制
度
は
断
固
守
る
」
な
ど
と

く
り
返
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
根
拠
は
何
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
は
、
薬
価
を
決
め
る
ル

ー
ル
づ
く
り
が
交
渉
対
象
と
な
る
こ
と
を
政
府
は
認
め
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
「
共
通
の
ル
ー
ル
」

と
し
て
決
ま
れ
ば
、
日
本
の
薬
価
が
高
騰
し
、
保
険
財
政
を
圧
迫
す
る
と
い
う
理
由
で
、
必
要
な
薬
が
保

険
適
用
か
ら
外
さ
れ
、
全
額
患
者
負
担
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
営
利
企
業
の
病
院
経
営
参
入
」
解
禁
は
、
“
も
う
け
に
な
ら
な
い
患
者
”
を
医
療

か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
な
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

「
国
民
皆
保
険
」
を
解
体
さ
せ
る
も
の
で
、
す
べ
て
の
企
て
を
中
止
す
る
べ
き
で
す
。 

 利根町追貝の大国神社の獅子舞が２４日おこなわれ、

家々をまわり勇壮な舞を披露しました。 

                追貝の獅子舞は、根

利山の平滝に出稼ぎに

来ていた富山県の人が

伝えました。 

                畑を荒らす獅子を２

人の獅子狩りが退治す

るという舞で、追貝の

全戸をまわりました。 

 ３月定例市議会に利根沼田年金者組合から提出され

た、「年金２．５％削減の中止を求める意見書の請願」が

採択され、年金２．５％削減の中止を求める意見書を内

閣総理大臣宛に提出しました。 

 意見書では、高齢者の困難な生活を少 

しでも改善し、年金２．５％の削減中止 

を求めています。 

 ３月定例市議会は２２日、新年度一般会計予算案と７件の新年度特別会

計予算案、５件の条例について予算審査特別委員会の委員長報告、討論・

採決がおこなわれました。 

 新年度一般会計予算案について、グリーンベル２１への 

出店補助金の削減と花火大会補助金を２００万円減額し、 

３００万円にする修正案が賛成多数で可決されました。 

 市長は、閉会あいさつで「議会の意見に十二分に留意し、 

適正な執行をしたい」とのべました。 

 

 

 

 

 

 

 

 大東議員は一般質問で、沼田市など群馬県上空でおこなわれている米軍

機の低空飛行訓練の騒音測定や市民からの情報提供を求めることや、県や

他市と協力し飛行訓練の中止を働きかけるよう求めました。 

 市長は、「平成１９年（２００７）４月、利根町周辺で窓ガラスが割れる

などの被害が発生した。市民に大きな不安と動揺をあたえるような航空機       

の飛行は容認することはできないが、防衛は国の専権事項で、地方公共団

体には権限がないので、関係機関と連携し、対応した

い」と答えました。 

 大東議員は、県や他市などと連携し訓練の中止を政

府に働きかけることを求めました。 

 


